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4変数ユニタリ群の $A$パケットについて 8

今野和子 \dagger

1 導入

局所体 $F$上の連結簡約群とその準分裂な内部形式の間の既約表現 (あるいはそれらのなす
$L$パケット) の間の対応である、いわゆる広義 Jacquet-Langlands対応は局所 $\lceil \mathrm{L}\mathrm{a}\mathrm{n}\mathrm{g}\mathrm{l}\mathrm{a}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{s}$

函手性原理」 の最もシンプルな場合てある。 その出発点となった四元数斜体の乗法群 $D^{\mathrm{x}}$

の場合には、 $D^{\mathrm{x}}$ の既約表現たちと $GL(2, F)$ の既約二乗可積分表現との間に、指標等式

で特徴つけられる一対一対応が得られている。
最近になって、志村曲線のゼータ関数やこれらの群を Levi部分群に含むより高次の群
の保型表現を理解する際には、 この対応に $D^{\mathrm{x}}$ と $GL(2, F)$ の 1 次元表現どうしの対応を
付け加えた方がよいことがわかつてきた。 (既約表現の対応という意味ては一対一対応で
も写像でもなくなるが。 ) 同様の考察は $GL$ (n, $F$) や一般の古典群の内部形式にも適用さ
れるものと期待されている。

$GL$ (2) の場合には付け加えるのは 1 次元表現という簡単で特徴的な表現であったため、
特別な扱いは必要なかった。 しかし一般には、非緩増加な既約表現と離散系列表現が入り
交じった $A$パケットの間の対応となるため、その記述は ($A$ パケットが単一の元からなる

であろう) $GL$ (n) でさえ未解決の状態である。
4変数ユニタリ群に対してこの問題を考えたい。そのためには $A$パケットを決定する必

要があるが、完全な記述があるのは $GL$(n), $SL$ (n), $U_{E/F}$ (2) そして $U_{E/F}$ (3) のみてある。

[KK] で 4変数準分裂ユニタリ群 $G^{*}(F)$ の $A$ パケットの候補をすべて決定した。 ここては

4変数ユニタリ群の場合にこの対応を考えるために、 $G^{*}(F)$ の内部形式である、準分裂て
ない 4変数ユニタリ群 $G$ (F) の $A$ パケット考察する。
最後にこの研究集会て話す機会を与えてくださった主催者の渡部隆夫氏に深く感謝いた
し主す。
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2 既約許容表現の分類
$E/F$ を標数 0 の非アルキメデス的局所体の二次拡大とし、それに付随する準分裂でな

い 4変数ユニタリ群を $G$ とする。 これは同型を除いて一意である。 $G$ の $F$上準分裂な内部

形式 $G^{*}$ がやはり同型を除いてただ一つ存在する。 $G$ の $F$ ランクは 1 であるから、その $F$

有理的な真放物型部分群は共役を除いて一意である。 そのうちの一つを $P=MU$ と書こ

う。 $P$ に対して [BOr79, \S 3] の議論により $G^{*}$ の $F$放物型部分群の共役類が決まる。その元
$P^{*}=M^{*}U^{*}$ を止めておく。すぐわかるように $M\simeq{\rm Res}_{E/F}\mathrm{G}_{m}\cross G_{2},$ $M”\simeq{\rm Res}_{E/F}\mathrm{G}_{m}\cross G_{2}^{*}$

である。 ここに ${\rm Res}_{E/F}$ は $E$ から $F$ へのWefl の係数制限を、 $G_{2},$ $G_{2}^{*}$ はそれぞれ非等方的、

準分裂な 2 変数ユニタリ群を表す。
これから $M$ (F) の任意の既約許容表現はある Eゞの擬指標 $\omega$ と $G_{2}(F)$ の既約許容表現

$\tau$ のテンソル積である。 $E$ のモヂュラスを $|\cdot|$ E として $\omega$ は $\chi[s]=\chi|\cdot|_{E}^{s},$ (\chi は $E^{\mathrm{x}}$ の (ユ

ニタリ) 指標、 $s\in \mathbb{R}$ ) と一意に書ける。 この $M$ (F) の表現からの放物型誘導表現

$I_{P}^{G}(\chi[s]\otimes\tau)=\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}_{P(F)}^{G(F)}(\chi[s]\otimes\tau)\otimes 1_{U(F)}$

を導入する。 この節の目的は $G$ (F) のスーパーカスプでない既約許容表現の分類を [KOn03]
から復習することである。そのような既約表現はすべて \vdash .の形の放物型誘導表現の組成因
子として得られるから、 $I_{P}^{G}(\chi[s]\otimes\tau)$ の組成列を記述すればよい。

$E^{\mathrm{x}}$ の指標は Langlandsの可換類体論 (トーラスの Langlands対応) で分類される。一方

て $G_{2}(F)$ の既約許容表現は次のように記述されている。
$G_{2},$ $G_{2}^{*}$ に対応するユニタリ相似変換群をそれそれ $\overline{G}_{2},\overline{G}_{2}^{*}$ と書く。 $\overline{G}_{2}(F)$ の既約許容表

現 $\overline{\pi}$ の $G_{2}(F)$ への制限の組成因子の集合 $\square =\Pi(\overline{\pi})$ を $G_{2}$ (F) の $L$ パケットと呼ぶ。 これ

はたかだか二つの既約表現からなり、 $G_{2}(F)$ の既約許容表現の同型類の集合�$(G_{2}(F))$ は

こうした $L$パケットたちの直和である。 同様に $\tilde{G}_{2}^{*}(F)$ の既約表現を用いて $G_{2}^{*}(F)$ の $L$ パ

ケットも定義される。 一方てこれらの相似変換群に対しては同型

$\tilde{G}_{2}(F)arrow E^{\mathrm{x}}\cross D^{\mathrm{x}}/\sim\Delta F^{x}$ , $\tilde{G}_{2}^{*}(F)arrow E^{\mathrm{x}}\cross G\sim L(2,F)/\Delta F^{\mathrm{x}}$

があった $[\mathrm{K}\mathrm{K}$ , 5.2.1$]$

。 ここで $\Delta$ : $F^{\mathrm{x}}arrow E^{\mathrm{x}}\cross D^{\mathrm{x}}$ は対角埋め込みを表し、 $D$ は $F$上のた

だ一つの四元数斜体てある。特に $\overline{G}_{2}$ $(F)$ の既約許容表現 $\tilde{\pi}$ は $E^{\mathrm{x}}$ の擬指標 $\omega$ と $D^{\mathrm{x}}$ の既

約表現 $\pi^{D}$ で中心指標 $\omega_{\pi^{D}}$ が $\omega|_{F^{\cross}}$ に等しいものを使って $\tilde{\pi}\simeq\omega\otimes\pi^{D}$ と書ける。 $\overline{G}_{2}^{*}(F)$ に

ついても同様の記述が戒り立つ。
$D^{\mathrm{x}}$ の既約許容表現の同型類の集合� $(D\mathrm{x})$ と、 $GL(2, F)$ の本質的に二乗可積分な既約
許容表現の同型類の集合 $\Pi_{\mathrm{d}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{c}}(GL(2, F))$ の間には清水-Jacquet-Langlands対応と呼ばれ

る全単射 $\mathrm{J}\mathrm{L}$ : IIdi。$\mathrm{c}$ ($GL$(2, F))\rightarrow \sim \Pi (D勺がある [S損 65], [JL70]。 これから $\tilde{G}_{2}(F)$ と $\tilde{G}_{2}^{*}(F)$

のあいだの清氷-Jacquet-Langlands対応

$\mathrm{J}\mathrm{L}$ : n市 8c(G;(F))\ni \mbox{\boldmath $\omega$}\otimes \pi \mapsto \mbox{\boldmath $\omega$}\otimes JL(\pi )\in \Pi (G\tilde 2(F))

が定まる。 $G_{2}(F)$ の $L$ パケットの集合を $\Phi(G_{2})_{F},$ $G_{2}^{*}(F)$ の二乗可積分な既約表現からな
る $L$パケットの集合を \Phi di。$(G_{2}^{*})_{F}$ と書けば、 これらの間の清水-Jacquet-Langlands対応

$\mathrm{J}\mathrm{L}:\Phi_{\mathrm{d}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{c}}(G_{2}^{*})_{F}\ni\Pi(\tilde{\pi}^{*})\mapsto\Pi(\mathrm{J}\mathrm{L}(\tilde{\pi}^{*}))\in\Phi$ (G2)F
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は� $(\tilde{\pi}^{*})$ を与える $\tilde{\pi}^{*}$ の取り方によらず定義可能な全単射である。
最後に Rogawski による $\Phi_{\mathrm{d}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{c}}(G_{2}^{*})_{F}$ の記述を思い出す。 $E/F$ に類体論で対応する $F^{\cross}$

の二次指標を $\omega_{E/F}$ と書く。 $\Phi_{\mathrm{d}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{c}}(G_{2}^{*})_{F}$ の元は次の二つのタイプのうちのいすれかである
[ROg90, \S 12.1]。

(i) 安定 $L$パケットはそのベースチェンジリフト $\pi\in\Pi(GL(2, E))$ [ROg90, 11.4] が二乗
可積分なことで特徴づけられ、 単一の元 $\tau^{*}\in\Pi_{\mathrm{d}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{c}}(G_{2}^{*}(F))$ からなる。

(ii) $E^{\mathrm{x}}$ の非自明な指標 $\eta,$ $\mu$ で、 $\eta|_{F^{\mathrm{X}}}=1_{F^{\mathrm{X}}},$ $\mu|_{F^{\mathrm{X}}}=\omega_{E/F}$なるものを取る。 内視 $L$ パ

ケット $\lambda_{\overline{\mu}}^{G_{2}^{*}}(1, \eta),$ $(\eta\neq 1)$ はそのベースチェンジリフトが主系列表現 $I(\mu\otimes\eta\mu)$ であ

ることで特徴づけられ、二つの既約スーパーカスプ表現からなる。

以上のもとて $G$ (F) のスーパーカスプでない既約許容表現は次のように分類される。
$G_{2}(F)$ の一次元表現は $\eta|_{F^{\cross}}=1_{F^{\mathrm{x}}}$ なる $E^{\mathrm{x}}$ の指標 $\eta$ を使って、 $\eta_{G\mathrm{a}\prime}(g)=\eta_{u}$ (det $g$) と書け
ることに注意する。但し、 $\eta_{u}$ は $\eta_{u}(z/\sigma(z))=\eta(z),$ $(z\in E^{\mathrm{x}})$ で定まる一変数ユニタリ群
の指標である。

定理 2.1([KOn03]). $I_{P}^{G}(\chi[s]\otimes\tau),$ $(s\geq 0)$ は次の場合を除いて既約てある。

(1) $I_{P}^{G}(\eta[3/2]\otimes\eta c_{2})=\delta^{G}$ ( $\eta$ , $\eta$G$2$
) $+J_{P}^{G}$ ($\eta$ [3/2] $\otimes\eta$G2).

(2) $I_{P}^{G}(\eta[1/2]\otimes\tau)=\delta^{G}($ \eta , $\tau)+J_{P}^{G}(\eta[1/2]\otimes\tau)$ . ここで $\tau\not\simeq\eta c_{2}$ .

(3) $I_{P}^{G}(\mu[1]\otimes\tau)=\delta(\mu, \tau)+J_{P}^{G}(\mu[1]\otimes\tau)$ . 但し、 $\tau\in \mathrm{J}\mathrm{L}(\lambda_{\frac{}{\mu}}^{G_{\dot{2}}}(1, \eta)),$ $(\eta\neq 1)$ .

(4) $I_{P}^{G}(\mu\otimes\tau)=\tau^{G}(\mu, \tau)_{+}\oplus\tau^{G}(\mu, \tau)_{-}$. 但し、 $\tau\in \mathrm{J}\mathrm{L}(\Pi^{*}(\pi))$ .

上の等式はいすれも $G$ (F) の長さ有限許容表現の Grothendieck群の中のそれてある。 $\eta,$ $\mu$

は $E^{\mathrm{x}}$ の指標で $\eta|_{F^{\mathrm{X}}}=1_{F^{\mathrm{x}}},$ $\mu|_{F^{\mathrm{X}}}=\omega_{E/F}$ となるものを表す。 また、 $\delta^{G}$ ( $\bullet$ ) は既約二乗可
積分表現を、 $\tau^{G}$ ( $\bullet$ ) は既約緩増加だが二乗可積分でない表現をそれそれ表すものとする。

注意 2.2. 対応する $G^{*}(F)$ の誘導表現の可約点やそこての既約組戒因子は (2) の場合を除
いて $\vdash$.と一致している。 (2) の場合は

$I_{P^{*}}^{G^{*}}(\eta[1/2]\otimes\eta_{G_{2}^{*\delta^{G_{2}^{*}})=\tau^{G^{*}}(\eta_{G_{2}^{*\delta^{G_{2}^{*}})+J_{P^{l}}^{c*}(\eta[1/2]\otimes\eta_{G_{2}^{*\delta^{G_{2}^{*}})}}}}}}$

となる [KonOl, 命題 5.8]。 ただし $\tau^{G^{*}}(\eta c_{2}*\delta^{G_{2}^{*}})$ は既約緩増加だが二乗可積分でない表現て
ある。

3 $A$パケットの例

緩増加既約許容表現の保型形式の整数論への寄与はそれを含む $L$ パケットを通じて記

述される。 同様に非緩増加な既約許容表現の寄与はそれを含む $A$ パケットと呼ばれる既

約表現の有限族を用いて書けると期待されている [Art89]。 この節ては上で得られた $G(F)$

の既約許容表現を含む $A$パケットの例を構成する。
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3.1 作業仮説

まず [Art89] にある予想のうちで我々が必要とするものを復習しておく。
$A$ パケットやその函手的な性質は対応する $A$ パラメタで決まるのだった。 $G$ の $L$ 群

$LG=\hat{G}n$
\rho G

$W_{F}$ および $F$ の局所 Langlands群 $\mathcal{L}_{F}=W_{F}\cross SU(2, \mathbb{R})$ を導入する [Kot84]。
ここで $W_{F}$ は $F$ の $E$ を含む代数閉包 $\overline{F}$ の $F$ 上の We垣群である [Tat79]。 これは $G$ の

Langlands 双対群 $\hat{G}=GL$ $(4, \mathbb{C})$ に

$\rho c(w)g:=\{$

$g$ $w\in W_{E}$ のとき,

Ad $(\begin{array}{llll} 1-1 1 -1 \end{array}){}^{t}g^{-1}$ それ以外 $\emptyset$ とき.

で作用している。 $G$ と $G^{*}$ は互いの内部形式なのでその $L$ 群は共通である。 ます $G^{*}$ の $A$

パラメタとは、図式
$\mathcal{L}_{F}arrow\psi|c_{F}LG$

$\mathrm{p}\mathrm{r}_{1}\downarrow$ $\downarrow \mathrm{p}\mathrm{r}_{2}$

を可換にする連続準同型 $\psi$ ;
$\mathcal{L}_{F}\cross SL(2, \mathbb{C})arrow G\overline{\overline{L}}\text{で}W_{F}W_{F}$

あって、

$\bullet$ $\psi(W_{F})$ は相対コンパクトで半単純元からなる。

$\circ\psi|sL(2,\mathbb{C})$ は解析的

を満たすものてある。 2 つの $A$パラメタが同値とはそれらが $\hat{G}$ 共役なことてある。 $G^{*}$ の

$A$パラメタの同値類の集合を $\Psi(G^{*})$ と書く。 これは [ $\mathrm{K}\mathrm{K}$ , 命題 3.2] て分類されている。 $G$

の $A$ パラメタ (の同値類) は $\psi\in\Psi(G^{*})$ であって何らかの “relevance condition” を溝たす
ものとして定義される。現在のところこの “relevance condition” は特定されていないの
で、 このノートでは対応する $G$ (F) の $A$パケットが空でないものと定めることにする。 $G$

の $A$パケットの同値類の集合を $\Psi(G)$ と書く。
以下ては $[\mathrm{K}\mathrm{K}, \S 3.3]$ のリスト中の (G.2.b.ii)型のパラメタ

$\psi|_{\mathcal{L}_{B}\mathrm{x}SL(2)}=[(\eta\otimes\rho_{2,SL(2)})\oplus(\eta’\otimes\rho_{2,SU(2)})]\cross p_{W_{B}}$, $\psi(w_{\sigma})=(1_{2}+^{1_{2}})\aleph w_{\sigma}$

を考える。 ここで $\eta,$
$\eta’$ は互いに異なる $E^{\mathrm{x}}$ の指標で $\eta|_{F^{\mathrm{x}}}=\eta’|_{F^{\cross}}=1_{F^{\mathrm{X}}}$ となるもので、

$\rho 2,SL(2),$ $\rho 2,SU(2)$ はそれそれ $SL$(2), $SU$(2) の 2次元標準表現を表す。 $pw_{B}$ は射影 $\mathcal{L}_{E}arrow W_{E}$

である。 この $\psi\in\Psi(G$“ $)$ には (非緩増加) $L$ パラメタ

$\phi_{\psi}|_{\mathcal{L}},$ $=(\eta[1/2]\oplus\eta[-1/2]\oplus$ ( $\eta’\otimes\rho$2,sU(2))) $\cross$ !

が対応する $[$Art89, \S $4]_{\text{。}}\psi$ に対応する $A$パケット $\Pi_{\psi}(G)$ はこの $\phi\psi$ に付随する $L$パケット

�\phi \psi (G) $=\{J_{P}^{G}(\eta[1/2]\otimes\eta_{\acute{G}_{2}})\}$ を含むべきである [Art89, 予想 6.1(iv)]l。特に $\psi\in\Psi(G^{*})$

$\underline{\#\mathrm{h}\Psi(G)l^{}.\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{する_{。}}}$

1予想は $G=G^{*}$ の場合のみを扱っているが、 これは $\phi\psi$ に付随する放物型部分群が $F$ 有理的てあるこ
とを保証するためと、 $A$ パケットの原点として generic な標準加群の Langlands 商を採用するためである。
今のように問題の放物型部分群が $F$ 上定義されている場合にはこうした包含関係が $G\not\simeq G^{*}$ の場合にも成
り立つと期待される。
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$A$ パケット�$\psi(G)$ の内部構造はその $S$ 群

$\mathrm{S}\psi(G):=S\psi(G)/S\psi(G)^{0}Z(\hat{G})^{\Gamma}$ , $S\psi(G):=$ Cent $($ \psi , $\hat{G})$

を用いて記述される。 すなわち “ペアリング

$\langle\cdot, \cdot\rangle$ : $S_{\psi}(G)\cross\square _{\psi}(G)arrow \mathbb{C}^{1}$

が存在することが期待されている $[$Art89, 予想 6.1 $(\mathrm{i}\mathrm{i}\mathrm{i})]_{\text{。}}$ 一般にこの “ペアリング” は必

すしも完全てはないことが知られているが [LL79]、今の場合は完全であると仮定すれば、
$S\psi(G)\simeq \mathbb{Z}/2\mathbb{Z}$から�$\psi(G)$ は $J_{P}^{G}(\eta[1/2]\otimes\eta_{G_{2}}’)$ ともう一つの表現を含むはすである。実際

以下で見るように、保型表現論の要請から $\Pi_{\psi}(G)$ に属するはすてある既約二乗可積分表
現が局所テータ対応によって構成される。

3.2 局所テータ対応

$(V$, (., $\cdot$ ) $)$ を $E$ \vdash .の 2 次元エルミート空間、 $(W,$ $\langle$ ., $\cdot\rangle$ $)$ を $E$ \vdash .の 2 または 4 次元歪エル
ミート空間とし、対応するユニタリ群をそれぞれ $G$ (V), $G$ (W) と書く。 $F$ の非自明指標

$\psi_{F}$ と $F^{\mathrm{x}}$ への制限が自明な $E^{\mathrm{x}}$ の指標 $\eta$ に対して、ユニタリ双対ペア $G$ (V) $\cross G$(W) の

Weil表現 ($\omega_{V,W},’=(\omega_{W,1},$ $\omega$V,’), $\mathrm{S}v,w,,$ ) が定まる $[\mathrm{H}\mathrm{K}\mathrm{S}96]_{\text{。}}G$ (V) の既約許容表現 $\pi_{V}$ の

$\omega_{V,W\eta}$, による局所 $\theta$ 対応を $\theta_{\eta}(\pi v, W)$ と書こう。 ただし $\pi_{V}$ が $\omega_{V,W,\eta}$ の商に表れないとき

には $\theta_{\eta}(\pi_{V}, W):=0$ とする。 同様に $\theta_{\eta}(\pi_{W}, V)$ も定義される。 E\vdash .の与えられた次元の

(歪) エルミート空間の等距類は二つある。以下ではそのうち双曲的なものを $V^{+},$ $W$+, そ
うてないものを $V^{-},$ $W$

- 等と書く。 また $W^{\pm}$ の次元 $d$ を明示したいときには $W_{d}^{\pm}$ と書く。

我々の構成の鍵は次である。

定理 3.1 ($\epsilon$ 二分性 [KK], Th. 5.4). $\epsilon(V^{\pm}):=\pm 1$ と書く。

(i) $\Pi^{*}$ を $G_{2}^{*}(F)=G(W_{2}^{+})$ の $L$ パケットとし、 $\tau^{*}\in\Pi^{*}$ とする。 $E$ 上の 2 次元エノレミート
空間 $V$ に対して、 $\theta_{\eta}(\tau^{*}, V)\neq 0$ であるためには

$\epsilon$ (1/2, $\Pi^{*}\cross\eta^{-1}$ , $\psi$F) $\omega$III(-1)\lambda (E/F, $\psi F$ ) $-2=\epsilon$ (V) (3.1)

が必要十分である。ただし $\epsilon$ ( $s,$ $\Pi^{*}\cross\eta^{-1},$ $\psi$F) は Langlands-Shahidi理論による $\eta^{-1}$ てひ

ねった� $*$ の標準 $\epsilon$ 因子であり $[\mathrm{S}\mathrm{h}\mathrm{a}90]_{\text{、}}\omega$ 1. は�
$*$ の元の (共通する) 中心指標てある。

$\lambda$ ($E/F,$ $\psi$F) は Langlands の $\lambda$ 因子てある [Lan70]。
(ii) \vdash .の場合には局所テータ対応は全単射

�$*\ni\tau^{*}\mapsto\theta_{\eta}(\tau^{*}, V)\in\{$

$\eta_{G}\mathrm{I}\mathrm{I}^{*,\mathrm{v}}$ $\epsilon(V)=1$ のとき

$\eta_{G}\mathrm{J}\mathrm{L}$(I*)ヮその他のとき

を与える。 ただし $\Pi^{\vee}$ は $L$ パケット�の元の反傾表現たちからなる $L$パケットを表す。

$\Pi_{\psi}(G)$ を構成するには、 $\tau=\eta_{G}’,\delta^{G_{2}^{*}}$ に定理を適用する。

$\epsilon$ (1/2, $\eta_{G_{2}^{*}}’\delta$G: $\cross\eta^{-1}$ , $\psi_{F}$ ) $\lambda$ (E/F, $\psi_{F}$) $-2=1$
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だから [ $\mathrm{K}\mathrm{K},$ \S 6.1.2 (2.b.ii)]、

$\theta$,( $\eta_{G_{2}^{*}}’\delta$

G$2*$ , $V_{2}^{+}$ ) $=(\eta\overline{\eta}’)_{G_{2}^{*}}\delta^{G_{2}^{*}}$ , $\theta$,($\eta_{G_{2}^{*}}’\delta$G;, $V_{2}^{-}$ ) $=\{0\}$ (3.2)

である。 さて、 テータニ分性 [HKS96, 系 4.4] から $\theta_{\eta}((\eta\overline{\eta}’)_{G}2’ W_{2}^{\pm})$ の片方だけが消えてい

ない。 もし $\ominus_{\eta}((\eta\overline{\eta}’)_{G}2’ W_{2}^{+})\neq\{0\}$ ならそれは $\eta_{G_{2}^{*}}’\delta^{G_{2}^{*}}$ でなくてはならず,, これは (3.2) に

矛盾する。 つまり

$\Theta$,(($\eta\overline{\eta}’$)G2’ $V_{2}^{+}$ ) $=\{0\}$ , $\mathrm{O}-$,(( $\eta\overline{\eta}’$ ) G2 , $W_{2}^{-}$ ) $=\eta_{G_{2}}’$

がわかる。 これと局所テータ対応の誘導原理 [MVW87, 3 章 IV.4] を組み合わせて

$\Theta$ (($\eta\overline{\eta}’$) G2 , $W7$ ) $\simeq J_{P}^{G}(\eta[1/2]\otimes\eta_{G_{2}}’)$

を得る。 一方、 $\mathrm{J}\mathrm{L}((\eta\overline{\eta}’)_{G_{2}})\simeq(\eta\overline{\eta}’)_{G_{2}}*\delta^{G_{2}^{*}}$ を見ると、退化Whittaker模型と Jacquet加群

の考察により
$\theta_{\eta}((\eta\overline{\eta}’)_{G_{2}^{*}}\delta^{G_{2}^{*}}, W^{-})\simeq\delta^{G}(\eta’, \eta_{G_{2}})$

がわかる。 これらから

�$\psi(G)$ $:=\{J_{P}^{G}(\eta[1/2]\otimes\eta_{G_{2}}’), \delta^{G}(\eta’, \eta_{G_{2}})\}$

であると期待される。

注意 3.2. $\eta$ と $\eta’$ を入れ換えると $A$ パラメタ

$\psi’|c_{B^{\mathrm{X}}}$SL(2) $=(\eta’\otimes\rho$2,sL(2) $)\oplus(\eta\otimes\rho$2,sU$(2))$ $\psi’($w$\sigma)=$ $\aleph w_{\sigma}$ .

に対する $A$ パケット $\Pi_{\psi’}(G)=\{J_{P}^{G}(\eta’[1/2]\otimes\eta_{G_{2}}), \delta^{G}(\eta, \eta_{G_{2}}’)\}$が得られる。 また、

$\varphi|c_{B}=(\eta\oplus\eta’)\otimes\rho 2,SU(2)$ , $\varphi$ (w$\sigma$ ) $=(1_{2}+^{1_{2}}))\triangleleft w_{\sigma}$ .

に対する二乗可積分な $L$ パケットは $\Pi_{\varphi}(G)=\{\delta^{G}(\eta, \eta_{G_{2}}’), \delta^{G}(\eta’, \eta_{G_{2}})\}$である。

これらのパケットに対応する $G^{*}$ のパケットは次の通りである [$\mathrm{K}\mathrm{K},$ \S 6.1.2 (2.b.ii)]。

�\psi (G*) $=\{J_{P}^{G^{*}}.(\eta[1/2]\otimes\eta_{G_{2}^{*}}^{f}\delta^{G_{\dot{2}}}), \pi_{e}\}$ , $\Pi_{\psi’}(G^{*})=\{J_{P^{*}}^{G^{*}}(\eta’[1/2]\otimes\eta_{G_{\dot{2}}}\delta^{G_{\acute{2}}}), \pi_{e}\}$,
$\Pi_{\varphi}(G^{*})=\{\delta^{G}(\eta, \eta’), \pi_{e}\}$

ここで $\pi_{c}$ :=\ominus ,((\eta -\eta ’)G(い), $W^{+}$ ) は既約スーパーカスプ表現である。$G$の場合には $\delta^{G}($ \eta , $\eta_{G_{2}}’)\not\simeq$

$\delta^{G^{\mathrm{r}}}$

$($\eta ’, $\eta_{G_{2}})$ であったが、準分裂な群 $G^{*}$ の場合には $\delta^{G^{*}}(\eta, \eta’)\simeq\delta^{G^{\mathrm{r}}}($ \eta ’, $\eta)$ てあるため、スー

パーカスプ表現 \pi 。が表れることを注意する。
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注意 3.3. 楕円的でない $A$ パラメタ [$\mathrm{K}\mathrm{K}$ , 命題 3.2(M1)]:

$\psi_{\mu,\eta}^{M_{1}}|_{\mathcal{L}_{B}\mathrm{x}SL(2)}=[(\mu\otimes 1_{2})\oplus(\eta\otimes\rho_{2,SL(2)})]\cross p_{W_{B}}$ , $\psi_{\mu,\eta}^{M_{1}}(\omega_{\sigma})=$ $xw_{\sigma}$

の $A$ パケットは�\psi \mu ,, $=\{\tau^{G}$ (\mu , $\eta_{G_{2}}$ ) $\}$ である。 これは $L$ パラメタ

$\phi_{\mu,\eta}^{M_{1}}|_{\mathcal{L}_{B}}=[(\mu\otimes 1_{2})\oplus(\eta\otimes\rho_{2,SU(2)})]\cross p_{W_{B}}$, $\phi_{\mu,\eta}^{M_{1}}(\omega_{\sigma})=$ $)\triangleleft w_{\sigma}$

に対応する $L$ パケット�\phi \mu ,\eta $=\{\tau^{G}(\mu, \eta c_{2})_{\pm}\}$ と同じであることに注意する。
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